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3 2 ー 注
意
事
項

問
題
冊
子
お
よ
び
解
答
用
紙
は
、
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
開
か
な
い
こ
と
。

受
験
番
号
と
氏
名
は
、
解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。

問
題
冊
子
は
1
S
6
頁
で
あ
る
。

※
選
択
問
題
で
あ
る
。

※
自
身
の
希
望
す
る
専
門
に
応
じ
て
、
日
本

(
2
S
3
頁
）
、
東
洋
（
日
本
彫
刻
史
を
含
む
。

S

6
頁
）
の
う
ち
か
ら
一
分
野
選
ん
で
解
答
す
る
こ
と
。

解
答
用
紙
は
「
美
術
史
学
コ
ー
ス
」

1
S
1
0
頁
で
あ
る
。

※
日
本
・
東
洋
は
縦
書

(
1
S
6
頁
）
、
西
洋
は
横
書

二
0
二
五
年
度

【
博
士
後
期
課
程
】

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
入
学
試
験
問
題

専

門

科

目

美

術

史

学

コ

ー

ス

※

解

答

は

別

紙

(
7
S
1
0
頁）

を
使
用
す
る
こ
と
。

4
頁
）
、
西
洋
(

5
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二
0
二

五

年

度

早

稲

田

大

学

大

学

院

文

学

研

究

科

入

学

試

験

問

題

【

博

士

後

期

課

程

】

専

門

科

目

美

術

史

学

コ

ー

ス

※

解

答

は

別

紙

（

縦

書

）

【
日
本
美
術
史
】
問
一
及
び
問
二
を
全
て
解
答
す
る
こ
と

問
一
次
の
文
章
を
楷
書
体
で
翻
刻
せ
よ

り
i

T

j
今
ん
令
j
台
祁
代
~
L

l
7人
3
3
l
-
7
r

／
了
ぐ
；
カ

ー
バ
じ
；
＼
約
ヽ
人

9訊
ー
＼
‘
t
以
り

そ
人
そ
ー
？
ハ
村
／
t
り
t
人
々
り

と
i
t
:
J
ー
＼
ぐ
累
j
を
ア
‘
;
J
、

ぷ

乞

1
3
l
"
の
ぎ
‘
ゲ
．

み
↓

‘
‘
:
~
~
{
1
バ
ー
＼
う
り
り

ぎ

'
h

i
ね
ろ
砂
~
f
呼
ー

6

ゎ
、
夕
っ
‘
砂
，

1
り
ー

以
も
人
t
)
~
4

：
む
久
シ

t
7
ノ，`
今
た
ー
り
ャ
み
ら

4
仏

i

L

ム
＜
ノ
り
7

：
ぢ
ら
~
｝
バ
マ
ー
砂

ら

↓

1
パ
ー
つ
、
り
や
j

:
I

i

3
~

i
幻
り
パ
た
ー
人
ッ
ハ
｛

U
J
虞
ぃ
り
U
り
↓
卜
さ
j
J
ち
↓
お
い

t
ぐ
，
‘
，
'卜
、
J

S↓
／
ー
3
ム

ら

す

ー
；
ぅ
！
へ
万
り
り
へ
約
ふ
↓
、

1

ら
｛
‘
{
？
乙
i
i
人
こ

1

Q
几
＂
の
げ
ド
）

＜
~
、
：
~
ハ
~
入
|
ん
／
ヽ
吠
i

ぷ
ら
パ
｝
~
内
ー
~
人
‘
し
の
じ
ぷ
‘
ヤ

う
り
そ
ふ
バ
｛
ー
か
~
ー
え
ク
八
‘
]
い
て
※WEB掲載に際し、以下のとおり出典を追記しております。

『〔平家物語剣之巻〕』第 3軸，写，〔江戸中期〕．国立国会図書館デジタルコレクション https://dl.ndl.go.jp/pid/1287480/1/8
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問 騨•

次 i 悶の， 一つ， づ
き

※ 
, 

L-・ 

の

に
直
せ

゜部
分
はヽ

［ 
の

閏
に
ょ

晶
載
が
で
き
ま
せ
ん
゜
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（
五
）
良
弁
僧
正
に
関
連
す
る
美
術
作
品
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

（四）
（三）

問

＾ ^  ④
 

③
 

一
奉
塗
滅
金
事

）
に
入
る
寺
院
名
を
答
え
な
さ
い
。

）
に
入
る
数
字
を
漢
数
字
で
答
え
な
さ
い
。

【
東
洋
美
術
史
】

④
 

金
出
来
欺
云
A
‘

夢
覺
即
到
彼
山
尋
大
巖
之
慮
、
老
翁
居
件
巖
上
垂
釣
捕
魚
、
其
傍
有
小
巖
繋
船
、
~
正
奇
問
云
、
汝

誰
人
乎
、
答
云
、
我
是
嘗
山
地
主
比
羅
明
紳
也
、
此
慮
観
音
垂
跡
多
利
衆
生
者
也
、
如
此
答
示
了
翁
即
不
見
突
、
僧
正

件
巖
上
忽
結
草
庵
、
安
置
大
聖
如
意
輪
観
音
金
銅
（
③
）
管
之
像
、
三
七
日
之
間
修
如
意
輪
秘
法
、
其
後
不
径
幾
月
、

出
羽
陸
奥
雨
國
之
内
掘
出
砂
金
之
由
進
國
解
、

元
号
天
平
勝
賓
云
＼
件
巖
石
上
之
堂
者
（

（
一
）
傍
線
①
を
わ
か
り
や
す
く
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。
旧
字
体
は
新
字
体
に
し
て
、
略
字
は
正
字
に
し
て
書
く
こ
と
。

（
二
）
傍
線
②
を
わ
か
り
や
す
く
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。
旧
字
体
は
新
字
体
に
し
て
書
く
こ
と
。

近
m
國
志
賀
郡
姻
函
爾
布T
少
山
、
臨
水
遡
利
大
〗
苧
勺
、

正
命
棚
請
金
鉛
山
幽
雫
4

之
剋
、

十
八
早
並
勅
側
令
棚
請
之
日
、

左
記
の
問
題
に
解
答
す
る
こ
と
。

又
従
下
野
國
始
貢
金
、
彼
砂
金
掘
出
之
日
月
嘗
側
正
行
法
之
時
、
例
改

醐
中
示
簡
正
日
、

）
是
東
大
寺
末
寺
也
、
帝
王
系
圏
同
之
‘

縁
起
云
、

G
天
平
勝
賓
四
年
記
三
月
十
四
日
始
塗
滅
金
、

是
則
大
聖
郵
聯
裂
利
刻
生
之
虜
也
、

此
山
鉗
劉
依
期
慈
捌
出
距
麒
宛
出
用
、

百
廿
雨
奉
干
紳
宮
云
A

、
園
田
老
偲
云
、
聖
武
充
皇
雖
奉
錆
大
佛
、
此
朝
之
内
自
本
無
黄
金
、

大
神
記
官
「
日
、
勿
濶
側
、

所
求
黄
金
我
脚
出
此
七
~
ヽ

大
井
御
記
釦
記
云
、

二
0
二
五
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

一

博

士

後

期

課

程

】

専

門

科

目

美

術

史

学

コ

ー

ス

到
輿
地
令
棚
請
劉
凶
黄

至
我
筍
只
守
護
罰
也
、

不
能
捌
面
｛
、
初
勅
良
拒
引
闇

妥
従
閾
奥
國
獣
黄
金
、

其
内
以

欲
交
易
砂
金
為
遣
使
粗
於
胴
國
、

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
縦
書
）

天
平

左
記
の
文
献
史
料
は
大
江
親
通
の
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
の
一
節
で
あ
る
。
設
問
（
一
）

S
（
五
）
に
つ
い
て
解
答
し
な
さ
い
。
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2025年度
【博士後期課程】

【西洋美術史】

早稲田大学大学院文学研究科
専門科目 美術史学コース

入学試験問題
※解答は別紙（横書）

問 1~3のうちから 2題選択して答えなさい。選んだ問の番号も記すこと。

問 1 以下の英文を和訳しなさい。

The Virgin Mary sits on her mother's lap, her 

attention focused on the wriggling Christ Child. Her mother, 

Saint Anne, looks intently at her through deep・set eyes and 

points upwards to the heavens, indicating the child's 

divinity. Christ's cousin, Saint John the Baptist, leans 

against Anne's lap as the baby Christ tickles his chin. 

Drawing was a crucial part of Leonardo's artistic 

process and he produced numerous small・scale studies of 

animals, human anatomy and landscapes. In fact, we know 

more about Leonardo as an artist from his drawings than 

from his paintings, as so few of those survive. This work is 

particularly important as it is the only surviving large・scale 

drawing by the artist. Unlike his studies, it is a highly 

finished composition, and it may be the only record we have 

of a now・ lost painting. 

Sheets of paper this large did not exist when 

Leonardo was alive, so he joined numerous pieces together -

the joins are apparent on close inspection. Parts of the 

drawing are highly finished while other areas, like Anne's 

pointing hand, were simply left as outlines. This shows us 

how Leonardo began by creating rough outlines of the 

shapes of parts of the body and then, using light and shade, 

gradually built them up into more rounded shapes. Parts of 

the drawing are densely shaded and contrasted with lighter 

areas to give a three-dimensional effect (a technique known as chiaroscuro), for example the figures'faces and elements of 

the draperies such as sections of the Virgin's sleeve and the folds of fabric which cover Saint Anne's knees. 

This large drawing is a cartoon, that is, a full・size study for a painting. Contrary to what might be expected of a 

cartoon, the drawing is neither pricked nor incised to allow for the design to be transferred from the paper to the painting 

support. This implies that the cartoon was not made in preparation for use in the creation of a painting itself. Instead, the 

delicate modelling, particularly of the faces, suggests that it was a presentation drawing, intended as a work of art in its 

own right, to be shown to patrons in order to approve or gain a commission. 

The composition of the drawing is related to other works in Leonardo's oeuvre. At the Musee du Louvre in Paris, 

for instance, a painting by the artist begun in around 1503, shows the Virgin seated on her mother's lap. However, it is 

different to this cartoon in some ways: the Virgin's legs hang down to her left and she reaches over her mother to grasp the 

Christ Child, who play-fights with a small lamb (which appears in the place of the toddler John the Baptist). 

※WEB掲載に際し、以下のとおり出典を追記しております。

"Leonardo, The Virgin and Child with Saint Anne and the Infant Saint John 
the Baptist ('The Burlington House Cartoon'), 1452 -1519 
Photo c The National Gallery, London" 

5 / 6 



問2 以下の仏文を和訳しなさい。

Dans les annees 1880・1885, Suzanne Valadon pose comme modらle,sous le sobriquet de ≪ Maria la terrible ≫, pour 

Puvis de Chavannes, Renoir, Toulouse・Lautrec et, a leur contact, apprend la peinture. Toulouse・Lautrec la pousse a 
montrer son travail a Degas qui l'encourage a poursuivre et lui enseigne la gravure. En 1909, deja agee d'une quarantaine 
d'annees, elle rencontre par l'intermediaire de son fils, Maurice Utrillo, le jeune peintre Andre Utter -il a vingt・quatre ans 

-dont elle s'eprend. Les annees qui suivent marquent alors un tournant important dans la carriere de Valadon ; elle 

abandonne le dessin pour se consacrer a la peinture. 
Le theme biblique de Adam et Eve (cat. rais. no P23) cache un autoportrait de l'artiste avec son amant, sous la 

forme d'un hymne a l'amour et a la liberte des corps. Les figures se detachent d'un decor archa:ique, orne du pommier 

symbolique traditionnel, comme flottant, dansant dans le paradis. 

問3 以下の独文を和訳しなさい。

※WEB掲載に際し、以下のとおり出典を追記しております。

Extrait du catalogue Collection art moderne -La collection du 
Centre Pompidou, Musee national d'art moderne, sous la direction 
de Brigitte Leal, Paris, Centre Pompidou, 2007 

※この部分は、著作権の関係により掲載ができません。
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こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

この欄以外に受験番号、氏名を記入しないこと。

漢字氏名がない場合は、ひらがなで記入すること。

美術史学璽専門科目

日本美術史

（
裏
へ
続
く
）

総 点
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一J
れ
よ
り
先
の
余
白
に
は
絶
対
に
記
入
し
な
い
こ
と
ー
ー
ー
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ー
こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

美術史学璽専門科目

東洋美術

（
裏
へ
続
く
）
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一J
れ
よ
り
先
の
余
白
に
は
絶
対
に
記
入
し
な
い

JレJ
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こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

（
裏
へ
続
く
）
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一J
れ
よ
り
先
の
余
白
に
は
絶
対
に
記
入
し
な
い
J
し
J
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美術史学 Ill専門科目西洋美術史

ここから記入すること
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これより先の余白には絶対に記入しないこと
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ここから記入すること

`̀― 

＂` 

~ ~今～

’̀ a→一

―`"・ 
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松一

これより先の余白には絶対に記入しないこと
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